
円融寺釈迦堂　重要文化財/目黒区

　　　山門









　　　参道



円融寺ホームページより



　　　仁王門







境内側から見る





　釈迦堂（本堂）





　　東京23区内で最も古い木造建築



　　　　木割が細く、貫を多用した合理的な禅宗様の建築



　　　　正福寺地蔵堂と同じく屋根の反りが非常に大きい







　　　　三花懸魚（みつばなげぎょ）



　　　妻飾りは虹梁大瓶束（禅宗様）





　　扉は桟唐戸、組物は出組の詰組



垂木は二軒繁垂木の平行垂木（和様）



　天台宗仏堂の特徴といわれる縁と逆蓮頭の擬宝珠の高欄





　　鐘楼と梵鐘







　　　円融碑











　　　　　　日源上人五重石塔









阿弥陀堂（新本堂）/鉄筋コンクリート造

昭和50年（1975年）の建立で、設計者に佐々木嘉平氏、設計顧問に早稲田大学名誉教授工学博士・田辺泰氏をむかえ、平安朝
阿弥陀堂様式に則って建設されたという



　　　何と佐々木嘉平氏は昭和8～9年に行われた正福寺地蔵堂の解体修理工事にあたった大工棟梁である

佐々木嘉平氏/ウィキペディアより http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E3%80%85%E6%9C%A8%E5%98%89%E5%B9%B3

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E3%80%85%E6%9C%A8%E5%98%89%E5%B9%B3


　　　　　上層の屋根は隅扇垂木（大仏様）となっている



　　　繁垂木であるがゆえに扇垂木になると垂木の間隔が異常に広く見えてしまう





　　　正面の中備えは間斗束が二本並んでいる/斗拱はいかにもデザインという感じになってしまっている

連子格子（実際には防犯用の面格子であろうが）も弱々しい/柱も木細い感じを与える



　　　　　　縁を支える持ち送り



　下層の屋根は平行垂木になっている



　　下層の屋根



　　上層の屋根



　　　庫裏他
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